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2018年6月1日
合資会社　東亜鍍金工場 

                                                代表取締役社長　川上隆史

4 全従業員が環境方針を理解し、自らの役割を十分に認識し、本方針に沿って活動が行な
　 われるよう環境教育を進めます。

　⑦新規採用(マニュアルの整備)

　④水道使用量の削減
　③廃棄物の減量

　①二酸化炭素の削減（消費エネルギーの削減）

環境経営方針
環境理念 

環境方針

１．事業活動が与える環境負荷と取り組みの成果を的確に把握し、課題とチャンスを踏まえて当社の事
業活動にふさわしい以下の環境活動を実施します。

 東亜鍍金工場は地球環境に関する責任を厳粛に受け止め、企業活動と環境との調和
を図り、環境汚染の防止、資源の有効利用を継続的に取組む事を環境理念とし、以下の
環境方針を定め経営者及び従業員一同で推進します。

1.環境経営方針

　⑤グリーン購入
　⑥作業プロセスの自動化を進める。

　②化学物質使用量の削減 

2 環境目標を設定し、適切性維持のため、毎年見直しを行い、環境経営システムを継続的
　 に改善するとともに、自主的、積極的に環境への取り組みを行い、継続的な環境負荷の
　 削減につとめます。

3 環境に関する法令や条例、その他規制を受ける事項を順守します。 
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2．会社概要

会社名

所在地 〒146－0093　東京都大田区矢口2丁目32番7号

創業

会社設立

資本金　 50万円

会社役員

登録対象範囲

環境管理責任者

連絡先 03－3759－3446

＊事業規模

2005年10月
2005年11月
2005年11月

2006年6月

2008年3月
2018年6月

16名

2020年度

 ①事業内容（事業活動）

2021～20222020～2021

2019年度

 ②対象事業所 本社・工場

矢崎裕子　

昭和26年5月22日

2019～2020

(代表取締役社長)川上隆史

従業員数

生産量

売上高　　　　　

16名

243百万

4.39t

215百万

敷地面積 429㎡

合資会社　　東亜鍍金工場

自動車、電機、機械等小金属部品のめっき加工

16名

2021年度

218百万

TEL 03-3759-3446

昭和16年4月1日

エコアクション２１に取り組むことを決定

＊現状の把握

＊社内教育の実施

＊環境活動組織の決定

＊環境方針、目標の決定

大田区自治体イニシアチブプログラム参加

エコアクション２１認証登録

4.02t 3.96t

2017年ガイドライン移行

429㎡

2006年6月～2007年5月（第一期活動・・・・2006年度）

＊活動経過

システム構築開始

システム運用開始

429㎡
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②環境管理責任者

（イ）環境経営システムの確立、実施および維持するための処置

（ロ）社長に対し、環境経営システムの実績報告

（ハ）環境経営システムの教育・訓練の計画・実施責任者

（ニ）環境活動レポートの作成責任者

⑤環境管理事務局

(イ)環境管理責任者の指揮下で環境経営システムの運用管理を行う。

(ロ)文書および記録の管理を行う。

(ハ)環境管理委員会の議事録を作成する。

排水処理課(石田慎一)：排水処理、分析、マニフェスト管理

　　　　　　　　　　　　のチェック集計。

総務課(矢崎裕子)：計量証明書などの文書整理、電気ガス水道ガソリン使用量の集計。一般廃棄物排出量

営業課：ガソリン使用量のチェック

加工課(川上隆史)：化学物質管理及び使用量チェック、電気ガス水道使用量確認、戸締り時の最終確認。

社内環境活動組織図

(ハ)環境経営システムの構築・運用に関する情報を収集し、方針、目標をはじめ、システム全体の見直しを

　　　行い必要な指示を行う。

①代表取締役社長

(イ)環境経営システムの構築・運用・維持に必要な経営所資源を準備する。

(ロ)環境経営システムに関する基本方針を制定し、環境経営マニュアル、環境目標および環境活動計画

承認する。

④活動部門

(ロ)６ヶ月に1回開催し、計画の審議、目標の進捗管理、全体の評価と見直しの審議などを行う。

(二)環境経営に関する経営所資源の合理的・効果的な運用を図り、目的を達成するために環境管理委員会

　　を運営する。

③環境管理委員会

(イ)　構成メンバーは、代表取締役社長、各課長、環境管理責任者により構成される。

(ホ)環境管理責任者の任命

環境管理委員会
（11月5月開催）

環境活動の評価見直し等

排水処理課 加工課

環境管理責任者

矢崎裕子
文書及び記録管理

代表取締役社長川上隆史

営業課 総務課
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環境負荷項目

１．二酸化炭素排出量

二酸化炭素排出量(総量) KgーCO₂

　　電気 Kｗｈ

　　ガス ｍ³

　　ガソリン ℓ

２．水使用量

ｍ³

３．廃棄物排出量

　　一般廃棄物排出量 ｋｇ

　　産業廃棄物(汚泥)排出量 ｋｇ

４．化学物質使用量

塩酸 kg

クロム　クロム化合物 kg

6価クロム化合物 kg

シアン化合物　青化ソーダ kg

硝酸 kg

ニッケル金属 kg

ニッケル化合物 kg

硫酸 kg 4,300 4,300 4,300 4,300

45 45 45 45

80 80 80 80

1,100 1,100 1,100 1,100

540 540 540 540

47 47 47 47

94 94 94 94

基準値維持 基準値維持 基準値維持

4,100 4,100 4,100 4,100

20,500 20,500 20,500 20,500

基準値維持 基準値維持 基準値維持

1,450 1,450 1,450 1,450

13,000 13,000 13,000 13,000

基準値維持 基準値維持 基準値維持

7,400 7,360 7,300 7,290

18,000 17,900 17,800 17,700

302,000 300,000 299,000 297,000

基準値-0.5％ 基準値-1％ 基準値-1.5％

169,000 168,000 167,000 166,000

本年度

4.環境経営目標次期３か年計画

単位

基準値 2020年度目標 2021年度目標 2022年度目標
2017～2019年度

実績値をもとに算出
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担当者

◇ 二酸化炭素の削減 矢崎

＊不要な電灯を消す 矢崎

＊エアコンの設定温度の厳守 矢崎

（夏季　２７℃　　冬季　２２℃）

＊ボイラー稼働時間の短縮 社長

＊アイドリングストップ 営業課

*設備改善の計画的実施 社長

◇ 水使用量の削減

＊使用量が容易に判断できる設備に変更 社長

＊トイレの節水 矢崎

＊新技術、新システムの採用 矢崎

◇

１）産業廃棄物・・・まずは安全な処理 石田

　＊固形汚泥は東京都中央防波堤外側埋立処分 石田

　　東京都認可を取得して搬出（分析合格が条件）

　＊濃厚シアンの処分は東京鍍金公害防止協同組合に処理委託 石田

　＊老化クロメート処理液はミヤマ㈱に委託 石田

　＊使用済みダンボールは資源ごみに出す 矢崎

　＊コピー紙ファックス紙は再利用。再生紙の採用 矢崎

矢崎

◇ 化学物質の対する取り組み

１）不良率の削減・・・化学物質の削減は品質管理がまず第一 加工課

①作業工程表の作成 社長

②検査機器の整備 社長

　＊めっき皮膜測定器（蛍光X線） 社長

　＊耐食性測定（塩水噴霧機） 社長

　＊分析器具の整備 社長

２）環境負荷を最低限にするための継続的取り組みの実施

　＊排水及びメッキ液の分析調査をする。 排水処理課

　＊新技術、新情報を得て問題点を改善 社長

３）その他

＊６価クロメート処理を3価クロメート処理に変更 社長

◇ グリーン購入の推進

１）使用するコピー用紙などを100％リサイクル品を購入する 全社員

２）マイバック使用の社内呼び掛け。 全社員

＊顧客からの包装紙は折り畳み資源回収に回す。

２）一般廃棄物・・・持ち込まれた梱包紙を中心に取り組む

　　計画(5)

　　計画（４）

5　環境経営計画の内容 

　　計画（1）

　　計画（３）

　　計画（2）

廃棄物の削減
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売上高

環境負荷項目 担当責任者

１．二酸化炭素排出量

二酸化炭素排出量(総量) Kg-CO2 矢崎

　　電気 ｋｗｈ 川上

　　ガス m³ 川上

　　ガソリン ℓ 営業課

２．水使用量 川上

m³

３．廃棄物排出量

　　一般廃棄物排出量 ｋｇ 矢崎

　　産業廃棄物(汚泥)排出量ｋｇ 石田

４．化学物質使用量 川上

塩酸 kg

クロム　クロム化合物 kg

6価クロム化合物 kg

シアン化合物　青化ソーダ kg

硝酸 kg

ニッケル金属 kg

ニッケル化合物 kg

硫酸 kg

560540

4,100

4742

3,731

15,290 20,500

4,300 4,253

12180

45 37

37

1,054

132

17,790

800

6,042

12,814

7,3005,780

17,800

202１年度結果

312,332299,000

単位
2020年度結果 2021年度目標

(前年度)

167,000

17,620

170,756

294,576

R3年６月～R4年５月

100

3,374

13,549 13,000

６．主な環境活動の取り組み結果(202１年度の目標と実績)

4,213

176,530

51

16,634

79

1,076 1,100

400

94

875 1,450

×

〇

〇

×

〇

〇

〇

〇

×

×

×

〇

〇

〇

〇
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1

2

3

4

5

6 まとめ

目標値に対してー1.4%であった。

基準値の設定はＨ25年～27年の平均値とした。
本年度の目標値は電気ガスガソリンに関しては基準値－1.0％と設定している。二酸
化炭素排出量が目標値に対して＋5.7％電気使用量は＋4.5%ガス使用量は－6.6%ガ
ソリン使用量は－17.2%となった。
水使用量に関しての目標値は基準値維持としてあり目標値に対して＋1.4%となった。
ガス使用量ガソリン使用量は目標達成した。しかし電気使用量と水使用量は目標を
達成できなかった。水に関しては排水対策と不良対策ののため増えたと考えられる。
電気使用量に関しては生産量もあがったためと考えられるが検討する予定である。

７．202１年度の取組結果とその評価

ガソリン使用量目標　7,300ℓ

電気使用量は目標値に対して＋4.5％であった。

ガソリン使用量は目標値に対して－17.2％であった。

電気使用量目標値299000ｋｗｈ　

ガス使用量目標値17800m³

二酸化炭素排出量目標値167,000Kg

二酸化炭素排出量は目標値に対して＋5.7％であった。

水道使用量目標　13,000ｍ3

ガス使用量目標値は目標値に対して-6.6％であった。
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８．　今後の活動

EA２１の目的は地球環境の保全にあります。
下記事項を今後も積極的に実施いたします。

記
（１）全社員に構築したシステムを効率よく継続できる方法の検討をする。

（２）新エネルギー（太陽エネルギー等）利用に対する前向きの取り組みを実施する。

（３）全社員のエネルギー節約の意識を高めるため、呼びかけを行う。

（４）原料の化学物質使用量を減らすためには不良品０を目指すことが必要である。

　　品質管理を強化する。
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1）環境管理責任者からの報告

2）代表者による見直し

●顧客からの新聞包装紙を引き続き廃棄せず畳んで資源回収に回すようにした。

９．代表者による見直し

項目 報告内容

環境目標の達成状況

2022年6月1日に行い全員で確認した。

環境目標

実施日2023年２月15

●一部で電気ヒーターを使わずボイラーの熱で温度度を取り、熱単価を下げた。

環境経営システム 改訂なし 特に変更の理由無し

環境活動計画及び
実績について

環境関連法規

環境活動計画 改訂なし

●６価クロームから３価クロームに移行を進めている。

特に変更の理由無し

問題点の是正処置
及び予防処置の結果

特に変更の理由無し

項目 変更の必要性 コメント

Ｒ３年８月22日下水道局に水質分析の報告書の提出を行った。

緊急事態の訓練

本年度2022年6月16日排水の水質検査で亜鉛基準値4ｍｇ/ℓのところ4.8ｍｇ/ℓ
原因として建物の工事の際に水道の大本を一度締めたが工事終了時に本来の水の
適正量に戻していなかった。そのため減衰濃度が濃くなったと考えられる。
大本のバルブを適正に戻し本来の水使用量に戻した。
7月5日　4以下の1.7とし適合

見直し

●本年度は二酸化炭素排出量が目標値に対して＋5.7 ％となった。
●電気は目標値に対し＋4.5％であった。ガスは目標値に対し－6.6％となった。
　水道使用量は目標値に対して＋4.2％となり目標達成できたのはガス使用量だけであっ
た。
●ガソリンに関しては目標値に対しー17.2%となり、目標達成できた。
●本年度は一般廃棄物に関して－44.8％を達成した。

　指示に従い緊急事態の訓練を行った。

①機械の電気、ボイラーを入れる時間を始業時の８時実行を徹底すること
②製品不良発生撲滅を徹底すること
③エコドライブを徹底すること

前年度の指示の取
組状況

社長のコメント＆指
示事項

　R５年２月15日に確認。問題はありませんでした

外部からの苦情・等

環境方針 改訂なし
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　　①2018年3月に、順法性評価した結果、違反はありませんでした。

　　②東京都下水道局より、総クロム及び亜鉛の下水排除基準値超過のため、是正指導を受け、是正処置を実施した。

　　　その結果、東京都下水道局よりの水質再測定の下水排除基準に適合していることを確認した。

法律名 要求事項 評価

都民の健康と安全を確保 適正管理化学物質等報告書の提出(年1回） ○

する環境に関する条例

下水道法 使用開始の届け出 ○

水質・水量変更の届出 ○

特定施設の設置等、構造変更等の届け出 ○

事故時の措置 ○

水質の測定、その結果の記録（7日に1回自社測定、30日に1回環研に測定依頼） ○

排水基準値の厳守 ○

除害設備設置の指示に従う ○

廃棄物の処理及び 廃棄物の適正な処理。 ○

清掃に関する法律 マニフェスト管理（5年間保存） ○

収集運搬処理業者、中間処理業者との契約 ○

ボイラー関係法規 貫流簡易ボイラー1μＰａであるため該当しない。 ○

消防法 消火器の設置。消火器耐用年数10年間。 ○

火災報知器の設置及び定期点検(1回／年） ○

PRTR法 従業員数21名以下のため該当しない。 ○

毒物及び劇物取り締まり法 業務上取り扱い者の届出 ○

取り扱い責任者をおき事故の防止に努める。 ○

毒物、劇物の盗難紛失を防ぐ措置を講じる ○

シアン化学物の管理　使用量の管理（帳簿による管理） ○

技術基準の遵守 ○

特定工場における公害 公害防止管理者の選任（有資格者） ○

防止組織の整備に関する

法律

土壌汚染対策法 必要が生じた場合調査報告し対策を実施する ○

悪臭防止法 規制基準の厳守 ○

事故時の措置 ○

安全衛生法 MSDSの周知 ○

健康診断（年2回）の実施 ○

作業環境測定の定期的な実施 ○

１０．環境関連法規の違反、訴訟等の有無

　　③当社が関連する主な法令は下記のとおりです。
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